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食料科学委員会 畜産学分科会（第２５期・第２回） 

議事要旨 

１．日 時 令和３年８月２０日（金）１３：００～１５：００ 

２．場 所 ビデオ会議 

３．出 席 眞鍋昇（二部会員）、枝重圭祐、柏崎直巳、木村直子、後藤貴文、 

束村博子、遠野雅徳、山下恭広、吉澤緑（連携会員）、 

菊地和弘（特任連携会員） 

欠 席 小澤壯行(連携会員) 

４．議事 

以下の（１）～（２）は、眞鍋委員長の進行で行った。 

（１）定足数の確認

１１名が出席し、分科会は成立した。山下委員および菊地委員より、自己紹介

を頂いた。

（２）前回（第２５期・第１回会議）の議事録要旨案の承認

第２５期第１回分科会の議事録要旨案を確認後、承認した。

（３）審議事項

Ａ．「対外報告」と「記録」の作成について 

眞鍋委員長より、「対外報告」のトピックスとして、例えば１）家畜の飼育管理や

繁殖など生産現場へのＩｏＴの導入、ＡＩの活用によるスマート畜産の現状と今

後、２）日本の畜産におけるアニマルウェルフェアの在り方、３）環境保全と家畜

生産・畜産業との調和、４）家畜伝染病の課題、などあるが、今回は後藤委員より

提案された「我が国におけるグリーンデジタルによる食肉生産：持続的な放牧にお

ける食肉生産、環境保全とＤＸのポテンシャル（仮題）」（８月２０日配信、資料

８）について検討頂きたい旨の提案があった。協議後、テーマの方向性は概ね了承

とし、コンテンツの内容を精査していく方向で、今後も継続して協議することとな

った。 

「記録」作成の準備状況について、木村委員より、第２３～２５期に実施済みの畜

産学分科会主催（一部共催も含む）の公開シンポジウム１６件の関連資料（要旨な

ど）を収集中（日本畜産学会との共催分は全て入手済み）との報告があり、引き続

き未収集の資料分も収集することが確認された。 

Ｂ．公開シンポジウムの開催について 

後藤委員より、令和３年度内開催を目途に、公開シンポジウム「グリーンデジタル

による食肉生産：放牧による持続的な食料生産、環境保全とＤＸのポテンシャル
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（仮題）」のＷｅｂ等での開催についての提案があった（８月２０日配信、資料

７）。内容は、２０２０年６月に日本が宣言した「２０５０年カーボンニュートラ

ルへの挑戦」の実現に向け、経済産業省が各省庁と連携し策定した「２０５０年カ

ーボンニュートラルに伴うグリーン成長戦略」（２０２１年６月）、農林水産省が

策定した「みどりの食料システム戦略：２０５０年のカーボンニュートラルの実現

生物多様性の目標」（２０２０年１２月）を踏まえ、日本の放牧産業の現状、海外

の動向、放牧産業へのＩｏＴ導入などによる生産システムの構築（スマート化）な

どについて協議した。テーマの方向性は合意が得られたが、「アニマルウェルフェ

アの話題をいれてはどうか」、「適任の女性講演者がいる場合は講演者の男女比を

考慮してはどうか」などの意見が出された。それらを踏まえ、後藤委員が、シンポ

ジウムの構成や講演者を適宜再調整し、日程を決定後、趣意書の作成など進め、そ

れをもとにしてオンラインにて議論を継続することが了承された。 

 

眞鍋委員長より、各委員の所属学協会と連携した学術集会等での公開シンポジウム

の開催や連携強化を、是非促進頂きたい旨述べられた。 

 

（４）報告事項 

Ａ．畜産学アカデミーの活動 

吉澤委員より、新アカデミー会員として、小泉聖一先生（日本大学・特任教授）、

寺田文典先生（東北大学・教授）が承認されたこと、令和２年度の会計報告がなさ

れた（８月１９日配信、資料３および４）。また、日本畜産学アカデミー規約の第

３条『この団体は日本学術会議食料科学委員会畜産学分科会（以下畜産学分科会と

称する）の委員並びに畜産や畜産学に関する有識者をもって組織する。』とあるこ

とから、畜産学分科会委員は、ご本人の承諾があれば、日本畜産学アカデミーの会

員となる。新会員として、後藤和文先生、山下恭広先生、菊池和弘先生の推薦が提

案され、ご本人の了承が得られたので、新会員となられた。財源の確保と活用の在

り方など、意見交換がなされほか、畜産学分科会委員に畜産学アカデミー会員への

推薦要件や手順などの周知のため、後日詳細情報をメールでアナウンスすることと

なった。 

 

Ｂ．眞鍋委員長より、朝倉書店の農学体系での編集状況について、第２５期中に発出

予定である旨報告された。 

 

４．その他 

Ａ．以下の話題で、意見交換がなされた。 

・一般の方々が、食品のゲノム編集に対するリテラシーを高めていく必要性。 

・植物の農産物では比較的進んでいるゲノム編集について、家畜においても防疫や抗

病性の向上、希少生物資源の種の保存などの目的とする遺伝子ノックアウトの必要

性への理解。 
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・若手アカデミーの活動状況の報告（遠野委員）、女性研究者の参画推進の動向。 

・若手の研究者・技術者の人材育成のための学官民で連携による環境作り、大学10兆

円ファンド。 

・日本のアカデミア会議における農学系研究のプレゼンス強化の必要性。 

 

Ｂ．第３回畜産学分科会については、準備中の公開シンポジウムの開催日を踏まえ、

改めて開催日の調整を行う。 

 

配信資料： 

・ 資料１：日本学術会議畜産学分科会（第２５期・第２回）議事次第 

・ 資料２：畜産学分科会第２５期・第１回会議議事録要旨案 

・ 資料３：日本畜産学アカデミー会員リスト（２０２１年８月２０日現在） 

・ 資料３：日本畜産学アカデミー令和２年度会計出納状況 

・ 資料４：日本学術会議のより良い役割発揮に向けて（中間報告） 

・ 資料５：８月１９日開催第二部夏季部会資料１ 

・ 資料６：８月１９日開催第二部夏季部会資料２ 日本学術会議の在り方に関する 

政策討議 

・ 資料７：公開シンポジウム提案書（案） 

・ 資料８：対外報告のテーマ・構成の提案書 

・ 参考資料：第２５期畜産学分科会名簿 

 

本分化会にあたっては、以下の職員が事務を担当した。 

丸山 恵子 参事官（審議第一担当）付 第２部担当 

以上 

 

 


